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序章　本書の目的と構成3

序
章
　
本
書
の
目
的
と
構
成

は
じ
め
に

本
書
は
、
中
世
村
落
に
お
け
る
文
書
と
宮
座
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
第
一
部 

村
落
文
書
・
第
二
部 

村
落
宮
座
・

第
三
部 

村
落
神
話
と
宮
座
儀
礼
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
各
部
に
つ
い
て
、
前
提
と
す
る
研
究
状
況
や
内
容
構
成
な
ど
に

つ
い
て
説
明
す
る
。

第
一
節
　
村
落
文
書

第
一
部
は
、
村
落
文
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
村
落
文
書
と
は
、
中
世
村
落
が
保
有
し
て
い
る
文
書
群
の
こ
と
で
あ
る
。
薗
部
『
日

本
中
世
村
落
文
書
の
研
究

（
（
（

』（
以
下
、
本
章
で
は
前
著
1
と
呼
ぶ
）
に
お
け
る
研
究
成
果
を
継
承
し
、
さ
ら
に
考
察
を
加
え
た
の
が
第
一
部

で
あ
る
。

前
著
1
刊
行
以
降
ま
だ
日
が
浅
い
が
、
一
点
、
特
筆
す
べ
き
動
き
が
あ
っ
た
。
歴
史
科
学
協
議
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
歴
史
評
論
』

八
四
五
号（
二
〇
二
〇
年
）に
「
中
世
村
落
史
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
て
、
前
著
1
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
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こ
の
特
集
に
よ
り
、
学
界
に
お
け
る
村
落
文
書
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、
か
つ
拡
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
章
で
は
ま
ず
、
前
著
1
で
は
見
落
と
し
て
い
た
、
紀
伊
国
林
家
文
書
の
村
落
定
書
に
つ
い
て
論
じ
た
。
さ
ら
に
村
落
定
書
に
よ

る
生
活
規
制
の
一
環
と
し
て
、
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
牛
馬
放
牧
と
落
ち
穂
拾
い
と
村
落
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め

た
。第

二
章
で
は
、
村
落
社
会
に
流
通
す
る
売
券
の
様
式
の
変
化
に
つ
い
て
論
じ
た
。
従
来
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
売
券
が
書
札
体

化
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
中
世
の
地ぢ

下げ

文
書
・
村
落
文
書
と
近
世
の
地ぢ

方か
た

文
書
・
村
方
文
書
と
の
関
連
が
ほ
と
ん
ど
考
察

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
売
券
様
式
の
変
容
に
つ
い
て
は
全
く
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
丹
波
国
・
近
江
国
・
和
泉

国
の
事
例
を
調
査
し
、
い
ず
れ
も
一
七
世
紀
に
売
券
の
書
札
体
化
が
進
行
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
今
後
も
、
中
世
の
地
下
文
書
・
村
落
文
書
と
近
世
の
地
方
文
書
・
村
方
文
書
と
を
関
連
付
け
た
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
中
世
村
人
の
署
判
で
あ
る
略

り
ゃ
く

押お
う

・
筆ふ

で
印い

ん
・
木き

印じ
る
しに

つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
略
押
・
筆
印
・
木
印
の
い
ず
れ
に
お

い
て
も
、「
署
判
す
る
場
」
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
村
落
文
書
の
あ
り
か
た
は
、
宮
座
の
類
型
、
さ
ら
に
は
村
落
の
類
型
と
も
密
接
な
関
連
を
も
つ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
終

章
で
論
じ
た
。

第
二
節
　
村
落
宮
座

第
二
部
で
は
、
村
落
宮
座
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
村
落
宮
座
と
は
、
文
字
通
り
、
村
落
で
営
ま
れ
る
祭
祀
組
織
で
あ
り
、
ま
た
村
落

運
営
組
織
で
も
あ
る
。
私
は
こ
れ
ま
で
畿
内
近
国
の
臈ろ

う
次じ

成じ
ょ
う

功ご
う

制
宮
座
と
名
主
座
リ
ン
グ
地
域
の
名
主
座
と
い
う
二
つ
の
宮
座
類
型

の
存
在
を
指
摘
し
て
き
た（

（
（

。
本
書
は
そ
の
議
論
の
上
に
た
っ
て
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
た
も
の
で
あ
る
。
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第
四
章
で
は
、
中
世
の
村
落
宮
座
が
近
世
に
ど
う
変
容
し
て
い
く
の
か
を
、
村
人
の
家
の
成
立
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
論
じ
た
。
な
お

同
章
の
初
出
論
文
を
掲
載
し
た
『
家
と
共
同
性
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
は
、
薗
部
論
文
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
広
い
視

野
か
ら
家
の
成
立
と
展
開
を
論
じ
た
加
藤
彰
彦
「
家
社
会
の
成
立
・
展
開
・
比
較
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
読
み
い

た
だ
き
た
い
。

第
五
章
で
は
、
薗
部
『
中
世
村
落
と
名
主
座
の
研
究
』（
以
下
、
本
章
で
は
前
著
2
と
呼
ぶ
）
刊
行
以
降
に
発
見
し
た
名
主
座
を
取
り
あ

げ
た
。
丹
波
国
葛
野
荘
の
名
主
座
、
肥
後
国
海
東
郷
の
名
主
座（
ジ
ン
ガ
）、
及
び
南
海
道（
土
佐
国
・
紀
伊
国
）の
名
主
座
を
紹
介
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
考
察
を
加
え
た
。

第
六
章
で
は
、
小
領
主
（
地
侍
・
土
豪
）
と
宮
座
と
の
関
連
を
、
畿
内
（
大
和
国
・
山
城
国
）・
南
九
州
（
薩
摩
国
）・
東
国
（
下
野
国
・
相
模

国
・
信
濃
国
）
の
事
例
で
考
察
し
た
。
南
九
州
や
東
国
に
村
落
宮
座
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
存
在
し
な
い

の
か
に
つ
い
て
は
永
ら
く
謎
で
あ
っ
た
。
今
回
の
作
業
に
よ
っ
て
、
一
定
程
度
、
こ
の
謎
を
解
明
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

終
章
で
は
、
本
書
の
総
括
と
し
て
、
村
落
文
書
の
な
か
の
村
落
内
部
文
書
と
村
落
類
型
・
宮
座
類
型
と
の
関
連
に
つ
い
て
議
論
し
た

い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
認
識
を
示
し
て
お
く
。

一
　
東
日
本
・
西
日
本
論

網
野
善
彦
氏
に
、
東
の
「
イ
エ
的
社
会
」・
西
の
「
ム
ラ
的
社
会
」
と
い
う
東
西
二
分
論
が
あ
る（

（
（

。
こ
の
議
論
は
、
西
の
「
ム
ラ
的
社

会
」
は
惣
村
論
に
立
脚
し
て
い
る
も
の
の
、
東
の
「
イ
エ
的
社
会
」
は
ほ
と
ん
ど
実
証
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
い
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
私
は
、
畿
内
近
国
の
臈
次
成
功
制
宮
座
が
分
布
し
て
い
る
地
域
の
周
辺
に
同
心
円
状
・
リ
ン
グ
状
に
名
主
座
が
分

布
し
て
い
る
「
名
主
座
リ
ン
グ
」
と
い
う
村
落
内
身
分
論
を
提
唱
し
て
い
る（

（
（

。
村
落
内
身
分
や
名
主
座
と
い
う
宮
座
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
が
、
名
主
座
と
い
う
宮
座
の
一
類
型
は
、
畿
内
近
国
を
取
り
巻
く
形
で
、
日
向
国
以
南
の
南
九
州
、
越
後
国
・
信
濃
国
・
駿
河
国
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以
東
の
東
日
本
・
北
日
本
を
除
く
地
域
に
リ
ン
グ
状
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
名
主
座
が
分
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史
的
経

緯
な
ど
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
リ
ン
グ
状
の
分
布
実
態
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
実
証
的
に
確
認
済
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く

と
も
村
落
史
（
村
落
宮
座
の
あ
り
か
た
）
に
お
い
て
、
網
野
氏
の
東
日
本
・
西
日
本
論
は
成
り
立
た
な
い
。

と
こ
ろ
が
網
野
氏
の
こ
の
議
論
は
、
歴
史
学
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
い
ま
だ
に
強
い
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
民
俗

学
の
福
田
ア
ジ
オ
氏
は
、
東
日
本
の
「
番
」・
西
日
本
の
「
衆
」
と
い
う
形
で
東
西
に
二
分
す
る
村
落
類
型
論
を
唱
え
て
い
る（

（
（

。
こ
れ

は
、
あ
き
ら
か
に
網
野
氏
の
東
日
本
・
西
日
本
論
を
意
識
し
た
議
論
で
あ
る
。
福
田
氏
の
東
日
本
の
番
・
西
日
本
の
衆
は
、
近
世
の
村

落
（
祭
祀
）
に
立
脚
し
た
類
型
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
福
田
氏
は
当
時
既
に
知
ら
れ
て
い
た
中
国
地
方
の
名
主
座
を
無
視
し
て
お
り
、
福

田
氏
の
説
も
実
証
的
に
成
り
立
た
な
い
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
福
田
氏
の
議
論
の
成
否
で
は
な
い
。
東
西
二
元
論
な
ど
網
野
氏
の
議
論
の
一
部
は
、
非
実
証
的

で
あ
り
、「
直
感
的
で
思
い
つ
き
に
基
づ
く
」（
村
井
章
介
氏
の
評
語
）
と
い
う
面
を
も
っ
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
網
野
氏

の
所
説
が
、
歴
史
学
の
手
か
ら
離
れ
て
、
民
俗
学
と
い
う
隣
接
分
野
で
一
人
歩
き
し
て
い
る
点
な
の
で
あ
る
。
網
野
説
を
改
め
て
実
証

的
に
再
検
討
す
る
こ
と
も
な
く
、
網
野
氏
と
い
う
偉
大
な
研
究
者
の
学
説
で
あ
る
こ
と
で
、
無
限
定
に
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
つ
つ
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
隣
接
分
野
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
学
に
お
い
て
も
、
新
た
な
議
論
の
進
展
を
阻
ん
で
い
る
一
因
で
あ
る
と
思
う
。

二
　
宮
座
の
概
念
規
定
と
惣
村
論

網
野
氏
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
が
、
似
た
よ
う
な
課
題
と
し
て
も
う
一
点
、
宮
座
の
概
念
規
定
の
問
題
を
み
て
み
た
い
。
福
田
ア
ジ

オ
氏
は
、
宮
座
を
定
員
制
・
頭
屋
制
・
一
座
制
に
よ
る
祭
祀
組
織
と
概
念
規
定
し
て
い
る（

（
（

。
こ
の
な
か
で
「
一
座
制
」
と
は
、
宮
座
の

構
成
員
全
員
が
一
堂
に
集
ま
る
組
織
と
い
う
規
定
だ
が
、
こ
こ
に
大
き
な
落
と
し
穴
が
あ
る
。

一
座
す
る
と
い
う
の
は
、
宮
座
祭
祀
や
そ
の
後
の
直
会
な
ど
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
宮
座
構
成
員
が
一
座
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す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
宮
座
は
座
衆
の
「
自
主
的
な
結
合
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
念
と
水
面
下
で
結
び
つ
い
て
い
る
。

藤
井
昭
氏
は
、「
宮
座
は
頭
人
の
頭
役
を
前
提
に
成
立
し
て
い
る
が
、
頭
役
制
を
も
つ
も
の
が
す
べ
て
宮
座
を
形
成
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、「
頭
人
た
ち
が
、
一
つ
の
座
に
つ
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
を
宮
座
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
述
べ
て
い

る
（
（
（

。
す
な
わ
ち
頭
人
（
＝
正
し
く
は
宮
座
の
構
成
員
）
に
よ
る
頭
番
制
が
あ
る
だ
け
で
は
宮
座
と
は
い
え
な
い
、
頭
人
が
一
堂
に
揃
っ
て
座

に
居
並
ぶ
と
い
う
集
団
性
が
な
け
れ
ば
、
宮
座
と
は
い
え
な
い
と
、
藤
井
氏
は
主
張
す
る
。

宮
座
が
座
衆
の
自
主
的
な
結
合
・
統
制
の
集
団
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
点
は
、
高
牧
實
氏
も
同
じ
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
た
め
に
同
氏
は
、

名
主
座
を
宮
座
と
は
認
め
な
い（

（
（

。
名
主
座
の
構
成
員
で
あ
る
名
主
頭
役
身
分
の
者
は
領
主
か
ら
の
補
任
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が

自
主
性
と
い
う
宮
座
の
概
念
規
定
に
抵
触
す
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
皮
肉
な
こ
と
に
宮
座
祭
祀
に
お
い
て
名
主
座
の
構
成
員
は
一
座

し
て
い
る
）。

宮
座
＝
自
主
的
な
集
団
と
い
う
概
念
規
定
は
、
実
は
惣
村
の
イ
メ
ー
ジ
と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
。
か
つ
て
惣
村
は
自
治
を
過
大
に

評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
領
主
不
在
地
域
の
民
衆
に
よ
る
楽
天
地
で
あ
る
か
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
れ
は
、

惣
村
が
自
立
的
な
集
団
で
あ
る
こ
と
を
過
大
に
評
価
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
惣
村
の
自
立
性
を
過
大
に
評
価
し
た
イ
メ
ー
ジ

が
、
自
主
性
を
不
可
欠
な
も
の
と
す
る
宮
座
の
概
念
規
定
と
強
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宮
座
研
究
が
当
初
か
ら

惣
村
研
究
と
密
接
に
関
連
し
て
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
、
研
究
史
上
の
経
緯
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

名
主
座
は
名
主
頭
役
身
分
の
者
た
ち
の
集
団
で
あ
り
、
名
主
頭
役
身
分
は
荘
園
領
主
ら
が
補
任
し
た
名
主
身
分
に
淵
源
を
も
つ
。
し

た
が
っ
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
自
主
性
を
重
視
す
る
高
牧
氏
ら
の
宮
座
概
念
で
は
名
主
座
を
宮
座
と
は
認
め
な
い
。

一
方
、
同
様
の
概
念
規
定
に
立
つ
藤
井
氏
は
名
主
座
を
宮
座
と
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
藤
井
氏
が
名
主
座
に
お
け
る
頭
文
を
自
主

性
の
重
要
な
要
件
と
み
な
し
て
い
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
家
な
ど
が
制
定
し
て
い
る
形
式
を
と
る
頭
文
を
自
主
性
の
証
と

み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
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私
は
、
宮
座
を
村
落
内
身
分
集
団
と
捉
え
る
。
村
落
内
身
分
と
は
、
村
落
集
団
に
よ
り
お
の
お
の
独
自
に
認
定
・
保
証
さ
れ
、
一
義

的
に
は
そ
の
村
落
内
で
通
用
し
、
村
落
財
政
に
よ
り
支
え
ら
れ
た
身
分
体
系
で
あ
る
。
ま
た
名
主
頭
役
身
分
と
は
、
中
世
後
期
に
成
立

し
た
、
名
を
も
ち
宮
座
頭
役
を
勤
め
る
こ
と
を
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
村
落
内
身
分
な
の
で
あ
る
。
村
落
内
身
分
集
団
と
し

て
宮
座
を
み
れ
ば
、
畿
内
近
国
の
臈
次
成
功
制
宮
座（
い
わ
ゆ
る
惣
村
型
の
宮
座
）の
み
な
ら
ず
、
名
主
座
も
宮
座
と
し
て
概
念
規
定
で
き

る
の
で
あ
る
。
な
お
、
史
料
上
で
も
名
主
座
を
「
宮
座
」
と
呼
ん
で
い
る（

（1
（

。
史
料
用
語
と
研
究
用
語
と
は
異
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

史
料
上
、
名
主
座
を
宮
座
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
自
体
、
や
は
り
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
惣
村
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
、
実
証
的
に
批
判
を
加
え
た
の
が
、
三
浦
圭
一
氏
で
あ
る（

（1
（

。
三
浦
氏
は
、
惣
村

内
部
の
経
済
構
造
と
身
分
編
成
の
観
点
か
ら
惣
村
の
内
部
矛
盾
や
限
界
に
着
目
し
、
惣
村
が
そ
の
指
導
者
層
（
乙お

と
名な
）
に
よ
る
小
百
姓
支

配
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
惣
村
研
究
の
進
展
に
対
し
て
、
宮
座
研
究
は
相
変
わ
ら
ず
自
主
性
と
い
う
側
面
ば
か
り
に
拘
泥
し
て
、
研
究
を

進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
宮
座
研
究
が
閉
塞
し
て
い
っ
た
根
本
的
な
問
題
点
の
一
つ
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
惣
村
が
内
部
対
立
・
内
部
矛
盾
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
は
、
三
浦
氏
の
研
究
以
降
、
既
に
自
明
の
も
の
と
な
っ
た
。
し

か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
の
視
点
が
今
日
の
村
落
史
研
究
に
お
い
て
も
十
分
に
深
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
近
年
の
中
世
村
落
史

研
究
を
賑
わ
せ
て
い
る
の
は
、
藤
木
久
志
氏
の
「
自
力
の
村
」
論
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
「
自
力
の
村
」
論
は
、
村
落
集
団
を
一
枚
岩
で
あ
る

か
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
西
村
幸
信
氏
や
坂
田
聡
氏
ら
の
批
判
が
あ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
、「
自
力
の
村
」
論
に
は
三
浦
氏
が
指
摘
し
た
村
落
の
内

部
矛
盾
に
関
す
る
論
点
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
西
村
・
坂
田
両
氏
の
指
摘
が
的
を
射
て
い
る
と
だ
け
述
べ
て
お
こ
う
。

な
お
、
中
近
世
移
行
期
村
落
の
研
究
展
望
を
示
し
た
渡
辺
尚
志
氏
は
「
戦
国
期
に
は
、
惣
村
が
全
国
的
に
成
立
し
た
」
と
述
べ
て
い

る
（
（1
（

。
し
か
し
名
主
座
リ
ン
グ
の
地
域
で
は
、
次
第
に
個
別
村
落
が
力
を
得
て
い
く
も
の
の
、
名
主
座
の
権
威
は
近
世
で
も
根
強
い
。
こ
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の
個
別
村
落
の
政
治
主
体
と
し
て
の
力
量
は
ま
だ
十
分
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
そ
の
個
別
村
落

も
、
畿
内
近
国
の
惣
村
と
同
様
の
内
部
構
造
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
そ
の
よ
う
な
存
在
を
一
律

に
惣
村
と
位
置
づ
け
る
の
は
、
村
落
史
研
究
上
の
認
識
と
し
て
は
乱
暴
す
ぎ
る
。

二
〇
一
一
年
の
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
で
長
谷
川
裕
子
氏
は
、
村
請
が
戦
国
期
に
は
全
国
的
に

広
が
る
と
述
べ
て
い
る
。
大
会
当
日
の
討
論
の
場
で
も
述
べ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
前
述
し
た
同
じ
理

由
か
ら
、
成
り
立
た
な
い
議
論
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
後
期
村
落
を
惣
村
で
し
か
認
識
し
な

い
偏
っ
た
誤
り
は
、
蔵
持
重
裕
氏
の
論
考
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
で
も
根
強
い

（
（1
（

。

三
　
臈
次
階
梯
制
の
出
現
と
地
域
的
な
展
開

さ
ら
に
、
中
世
の
村
落
宮
座
と
村
人
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

表
0

－

1
は
、
宮
座
と
通
過
儀
礼
に
関
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
畿
内
近
国

の
臈
次
成
功
制
宮
座
分
布
地
域
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
名
主
座
分
布
地
域
（
名
主
座
リ
ン
グ
）
と
に
地
域

区
分
し
て
、
宮
座
と
通
過
儀
礼
の
関
係
を
整
理
し
て
あ
る
。

中
世
前
期
で
は
、
い
ず
れ
の
地
域
も
惣
荘
・
惣
郷
単
位
の
臈
次
成
功
制
宮
座
で
あ
る
。
臈
次
成
功

制
宮
座
と
は
、
頭
役
と
宮
座
に
対
す
る
成
功
（
費
用
負
担
）
と
に
よ
っ
て
、
宮
座
成
員
が
臈
次
階
梯
を

上
が
っ
て
い
く
タ
イ
プ
の
宮
座
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
惣
荘
（
惣
郷
）
の
宮
座
構
成
員

は
住
人
と
呼
ば
れ
、
住
人
の
臈
次
が
上
が
っ
て
い
く
と
古
老（
古
老
住
人
）と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
中
世
前
期
の
臈
次
成
功
制
宮
座
は
、
古
老
住
人
と
一
般
住
人
の
区
分
し
か
な
い
原
初
的
な

臈
次
階
梯
制
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
宮
座
内
部
の
通
過
儀
礼
に
つ
い
て
は
史
料
的
に
は
不
明
だ
が
、
古

表 0-1　宮座と通過儀礼

畿内近国 名主座分布地域

中世前期 臈次成功制宮座（惣荘・惣郷）
古老住人と一般住人

中世後期
臈次成功制宮座（主に惣村）
名付け・烏帽子成・乙名成・官途成・
入道成などの通過儀礼

名主座（主に惣荘・惣郷）
個別村落宮座：官途成

近世 村組頭役宮座
臈次階梯制＋村組頭役宮座

名主座 → 村組頭役宮座
個別村落：官途成・若者組
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老
に
な
る
際
に
宮
座
に
対
し
て
何
ら
か
の
成
功
を
と
も
な
う
通
過
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

中
世
後
期
、
畿
内
近
国
で
は
一
三
世
紀
中
頃
に
な
る
と
惣
荘
（
惣
郷
）
か
ら
惣
村
と
い
う
個
別
村
落
が
成
立
し
は
じ
め
る
。
こ
の
惣
村

の
運
営
組
織
は
、
村
落
単
位
の
臈
次
成
功
制
宮
座
な
の
で
あ
る
。
惣
村
宮
座
は
村む

ら
人う

ど
で
構
成
さ
れ
、
村
人
の
臈
次
が
上
が
る
と
乙
名（
村

落
指
導
者
）
に
な
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
中
世
後
期
の
惣
村
宮
座
は
、
宮
座
の
儀
礼
の
な
か
に
、
名
付
け
・
烏
帽
子
成
・
乙
名
成
・
官
途
成
・
入
道
成
な
ど
の
通
過
儀

礼
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
。
名
付
け
は
文
字
通
り
、
村
人
の
新
生
児
に
対
す
る
名
付
け
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
宮
座
の
頭
役
帳
に
記
載

さ
れ
て
将
来
の
頭
役
勤
仕
に
備
え
た
。
ま
た
名
付
け
の
折
に
童
頭
と
い
う
頭
役
を
勤
め
る
宮
座
も
あ
っ
た
。
烏
帽
子
成
は
村
人
の
成
年

式
で
あ
り
、
こ
の
儀
礼
を
経
て
宮
座
乙
名
の
前
で
烏
帽
子
を
被
り
実じ

つ
名み

ょ
うを

名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
乙
名
成
は
、
村
の
乙
名
に
な
る

儀
礼
で
あ
る
。
官
途
成
は
官
途
名
を
名
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
儀
礼
で
あ
る
。
そ
し
て
入
道
成
は
六
〇
歳

（
（1
（

を
目
途
と
し
て
出
家
し
て
、
宮

座
か
ら
引
退
す
る
儀
礼
で
あ
る
。

中
世
後
期
の
惣
村
で
は
、
村
人
の
多
様
な
通
過
儀
礼
が
宮
座
の
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
通
過
儀
礼
を

受
け
る
際
に
、
村
人
は
宮
座
に
対
し
て
直

な
お
し

物も
の

と
い
う
費
用
を
醵
出
し
た
。
こ
の
直
物
は
宮
座
で
プ
ー
ル
さ
れ
、
寺
社
の
修
造
や
村
の
訴

訟
な
ど
臨
時
の
大
支
出
に
備
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
惣
村
と
し
て
は
、
こ
の
直
物
収
入
を
目
的
と
し
て
、
村
人
の
複
雑
な
通
過
儀
礼
を

宮
座
に
取
り
込
ん
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
世
前
期
か
ら
後
期
へ
、
畿
内
近
国
の
惣
村
は
、
通
過
儀
礼
を
重
層
化
し
て
い
く
方
向

で
進
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
畿
内
近
国
を
取
り
巻
く
形
で
名
主
座
リ
ン
グ
す
な
わ
ち
名
主
座
の
分
布
地
域
は
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地

域
の
惣
荘
（
惣
郷
）
宮
座
は
、
一
四
世
紀
初
頭
に
名
主
座
に
変
わ
っ
た
。
古
老
・
住
人
身
分
の
者
た
ち
の
宮
座
か
ら
、
名
主
頭
役
身
分
の

者
た
ち
の
宮
座
へ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
ま
ず
中
世
前
期
宮
座
に
あ
っ
た
古
老
住
人
と
一
般
住
人
と
い
う
原
初
的
な
臈
次
階
梯
制
が
名
主
座
で
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は
消
滅
し
た
。
名
主
座
の
構
成
員
の
間
に
は
、
臈
次
階
梯
と
い
う
よ
う
な
上
下
関
係
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
畿
内
近
国
の
よ

う
に
そ
の
他
の
通
過
儀
礼
を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
も
、
名
主
座
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
名
主
座
に
お
い
て
も
頭
役
以
外
の
直
物
に
相
当
す
る
財
政
収
入
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

の
た
め
に
名
主
座
で
は
、
毎
年
、
名
の
規
模
に
応
じ
た
支
出
を
宮
座
の
構
成
員
で
あ
る
名
主
頭
役
身
分
の
者
た
ち
に
課
し
て
い
た
。
そ

れ
を
私
は
「
名
主
頭
役
身
分
の
応
分
負
担
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
応
分
負
担
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
に
、
名
主
座
で
は
通
過
儀
礼
を

宮
座
に
取
り
込
ま
な
か
っ
た
の
だ
と
も
い
え
よ
う
。

こ
の
名
主
座
リ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
一
三
世
紀
末
に
は
個
別
村
落
が
出
現
し
て
く
る
。
し
か
し
こ
の
個
別
村
落
は

中
世
末
期
ま
た
は
近
世
に
な
ら
な
い
と
、
地
域
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
注
意
し
た
い
の
は
、
名
主
座
リ
ン
グ

中
の
個
別
村
落
の
な
か
に
は
官
途
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
点
で
あ
る
。
名
主
座
が
惣
荘
（
惣
郷
）
宮
座
と
し
て
地
域
の
主
導
権
を

維
持
し
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
下
部
に
生
ま
れ
て
き
た
個
別
村
落
に
は
通
過
儀
礼
が
芽
生
え
、
そ
れ
が
個
別
村
落
の
宮
座
に
取
り
込
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
近
世
へ
の
展
望
を
み
て
お
き
た
い
。
畿
内
近
国
地
域
で
は
村
ご
と
、
ま
た
は
そ
れ
よ
り
小
さ
な

単
位
の
組
ご
と
に
頭
役
を
廻
す
村
組
頭
役
宮
座
へ
と
変
質
し
て
い
く
。
ま
た
村
組
頭
役
宮
座
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
そ
の
頭
役
を
勤
仕
し

た
者
を
年
寄
衆
と
し
て
宮
座
全
体
の
指
導
者
と
す
る
よ
う
な
宮
座
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
臈
次
階
梯
制
と
村
組
頭
役
宮
座
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
形
で
あ
る
。

名
主
座
リ
ン
グ
の
地
域
で
は
、
近
世
に
な
っ
て
も
名
主
座
が
維
持
さ
れ
る
事
例
が
多
い
。
し
か
し
、
名
の
形
骸
化
に
伴
い
、
名
頭
役
を

個
別
村
落
や
組
が
勤
仕
す
る
形
の
村
組
頭
役
宮
座
へ
変
質
し
て
い
く
。
ま
た
名
が
苗
と
な
っ
て
、
同
族
宮
座
や
同
族
連
合
宮
座
に
な
っ

て
い
く
も
の
も
あ
る
。

名
主
座
や
名
を
引
き
継
ぐ
形
の
村
組
頭
役
宮
座
の
下
に
あ
る
個
別
村
落
で
は
官
途
成
が
行
わ
れ
、
ま
た
若
者
組
が
結
成
さ
れ
る
事
例
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が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
名
主
座
が
形
骸
化
し
て
い
く
一
方
、
こ
の
よ
う
な
個
別
村
落
宮
座
に
お
け
る
通
過
儀
礼
や
若
者
組
の
存
在
が

顕
在
化
し
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
に
、
臈
次
成
功
制
宮
座
を
基
軸
と
す
る
村
落
（
惣
村
）
は
、
あ
く
ま
で
も
畿
内
近
国
に
お
け
る
村
落
類
型
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
周
囲
に
は
分
厚
い
名
主
座
リ
ン
グ
が
あ
り
、
そ
の
地
域
に
は
名
主
座
が
広
く
み
ら
れ
る
。
名
主
座
を
基
軸
と
す
る
村
落
を
、
本
書

で
は
名
主
座
村
落
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。
通
過
儀
礼
と
の
関
連
か
ら
前
述
し
た
よ
う
に
、
名
主
座
リ
ン
グ
地
域
は
近
世
に
な
っ
て
も
名

主
座
が
強
固
に
維
持
さ
れ
る
事
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
点
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
て
お
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
と
し
て
、
第
二
部
及
び
終
章
を
論
じ
て
い
く
。

第
三
節
　
村
落
神
話
と
宮
座
儀
礼

本
書
第
三
部
で
は
、
村
落
神
話
と
宮
座
儀
礼
に
つ
い
て
論
じ
る
。

村
落
神
話
は
中
世
村
落
の
草
創
神
話
で
あ
り
、
ま
た
開
発
神
話
で
も
あ
る
。
こ
の
村
落
神
話
に
つ
い
て
は
、
薗
部
『
村
落
内
身
分
と

村
落
神
話

（
（1
（

』
以
来
、
取
り
あ
げ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
同
書
第
五
章
「
村
落
神
話
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
村
落
神
話
な
ど
の
信
仰
理
念
を
具
現
化
し
た
も
の
が
、
宮
座
儀
礼
で
あ
る
。
宮
座
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
私
は
本
書
で
初
め
て
ま

と
ま
っ
た
形
で
論
じ
る
。
そ
こ
で
、
信
仰
儀
礼
を
い
か
に
扱
う
べ
き
か
と
い
う
基
本
姿
勢
を
、
こ
こ
に
示
し
て
お
く
。

そ
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
信
仰
及
び
儀
礼
が
ど
の
よ
う
に
村
落
（
宮
座
）
へ
伝
播
し
定
着
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
を

考
え
て
み
た
い
。
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一
　
信
仰
・
儀
礼
の
伝
播
と
荘
園
公
領
制

村
落
に
お
け
る
如
法
経
信
仰
は
近
江
国
に
濃
密
に
分
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
存
在
が
あ
る
。
そ
し
て
い

う
ま
で
も
な
く
近
江
国
に
は
、
延
暦
寺
の
荘
園
が
濃
密
に
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
荘
園
公
領
制
的
な
ル
ー
ト
に
乗
っ
て
、
延
暦
寺
か
ら
近
江
国
一
円
に
如
法
経
信
仰
が
広
ま
っ
た

可
能
性
で
あ
る
。
井
原
今
朝
男
氏
は
平
安
期
に
お
け
る
五
節
供
儀
礼
の
広
が
り
に
関
し
て
、
同
じ
よ
う
に
荘
園
公
領
制
的
な
ル
ー
ト
に

よ
る
在
地
へ
の
伝
播
を
論
じ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
私
も
中
世
村
落
に
お
け
る
吉
書
儀
礼
を
同
ル
ー
ト
の
儀
礼
伝
播
に
よ
る
も
の
と
考
察
し
た

こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
村
落
へ
の
信
仰
・
儀
礼
の
伝
播
に
荘
園
公
領
制
的
な
伝
播
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

二
　
信
仰
・
儀
礼
の
伝
播
と
一
宮
・
地
域
中
核
寺
社

（
一
）
歩
射
儀
礼

続
い
て
歩
射
儀
礼
の
伝
播
に
つ
い
て
み
て
み
る
（
本
書
第
八
章
）。
歩
射
儀
礼
と
は
、
主
に
正
月
に
村
落
宮
座
な
ど
で
歩
射
（
徒
歩
弓
）

を
射
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
魔
払
い
を
す
る
祭
祀
儀
礼
で
あ
る
。

村
落
宮
座
で
の
も
っ
と
も
古
い
歩
射
儀
礼
は
、
和
泉
国
大
鳥
郡
若
松
荘
中
村
（
現
大
阪
府
堺
市
）
桜
井
神
社
の
結
鎮
で
あ
ろ
う
。
一
三

五
一
（
正
平
六
）
年
か
ら
記
載
さ
れ
は
じ
め
る
同
社
の
中
村
結
鎮
御
頭
次
第
に
は
正
月
三
日
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
結
鎮
頭
役
が
記
録

さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
村
落
に
お
け
る
結
鎮
儀
礼
の
様
相
が
具
体
的
に
分
か
る
の
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
得
珍
保
今
堀
郷（
現
滋
賀
県
東
近
江
市
）の

事
例
で
あ
る
。

歩
射
儀
礼
で
あ
る
結
鎮
は
、
先
行
研
究
で
は
、
鎮
花
祭
が
起
源
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
し
て
「
耀
天
記
」
社
頭
正
月
行
次
第

（
（2
（

に
よ
る
と
、

一
三
世
紀
段
階
で
、
正
月
一
七
日
の
延
暦
寺
鎮
守
日
吉
大
社
馬
場
で
「
大
結
鎮
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
江
国
今
堀
郷
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の
結
鎮
は
延
暦
寺
鎮
守
日
吉
社
か
ら
伝
播
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
荘
園
公
領
制
的
な
ル
ー
ト
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
如
法
経
信
仰
や
今
堀
郷
結
鎮
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
近
江
国
内
の
事
例
で
あ
る
。
他
地
域
へ
の
歩
射
儀
礼
の
伝
播
も
五
節
供

と
同
様
に
荘
園
公
領
制
的
な
ル
ー
ト
に
よ
る
伝
播
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
注
意
し
た
い
の
が
、
播
磨
国
一
宮
伊
和
神
社
の
歩
射
儀

礼
な
ど
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
本
論
で
詳
述
す
る
が
、
播
磨
国
一
宮
の
歩
射
儀
礼
に
染
河
内
村
の
名
主
百
姓
等
が
参
加
し
て
い
た
点
が

重
要
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
一
宮
な
ど
の
儀
礼
が
歩
射
儀
礼
伝
播
の
大
き
な
契
機
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
考
察
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
畿
内
近
国
で
は
歩
射
儀
礼
は
結
鎮
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
名
主
座
リ
ン
グ
の
地
域
で
は
百
手
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

何
故
に
歩
射
儀
礼
を
百
手
と
い
う
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
百
矢
と
い
う
信
仰
儀
礼
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歩
射
儀
礼
の
地
域
性
・
歴
史
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
唐
菓
子
系
神
饌
ブ
ト
・
マ
ガ
リ

唐
菓
子
と
は
、
古
代
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
穀
粉
製
の
菓
子
で
あ
る（

（2
（

。
米
、
麦
な
ど
の
粉
に
甘
葛
煎
や
塩
な
ど
を
加
え

て
練
っ
て
餅
に
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
油
で
揚
げ
て
つ
く
っ
た
。
八
種
唐
菓
子
と
い
う
が
、
そ
れ
以
外
に
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
と
い
う
唐
菓

子
が
あ
っ
た
。

こ
の
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
は
、
も
と
も
と
貴
族
の
日
常
食
で
あ
っ
た
。
類
聚
雑
要
抄
巻
一
・
一
一
三
六
（
保
延
二
）
年
内
大
臣
殿
廂
大
饗
差

図
〈
東
三
条
殿
〉
な
ど
に
よ
る
と
、
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
が
餅
や
柑
子
な
ど
と
と
も
に
食
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
し
か
し
、
鎌
倉
時

代
末
期
に
は
、
日
常
食
と
し
て
の
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
は
廃
れ
て
い
た
と
い
う（

（2
（

。

一
一
二
七
（
大
治
二
）
年
、
朝
廷
の
御
斎
会
の
供
物
に
ブ
ト
・
マ
ガ
リ
が
み
え
る（

（2
（

。
そ
れ
が
中
央
の
大
社
、
そ
し
て
一
宮
・
総
社
へ
と

伝
播
し
、
村
落
宮
座
に
至
る
。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
九
章
で
詳
述
す
る
。
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以
上
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
き
、
本
書
第
三
部
で
村
落
宮
座
の
儀
礼
と
そ
の
伝
播
・
成
立
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

注（
1
）
薗
部
『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
』（
小
さ
子
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
2
）
薗
部
『
日
本
中
世
村
落
内
身
分
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
『
中
世
村
落
と
名
主
座
の
研
究
―
村
落
内
身
分
の
地
域
分
布
―
』

（
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。
な
お
、
薗
部
『
日
本
の
村
と
宮
座
―
歴
史
的
変
遷
と
地
域
性
―
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、
中
世
・

近
世
村
落
に
お
け
る
宮
座
の
変
遷
と
地
域
性
を
、
一
般
読
者
向
け
に
概
括
的
に
論
じ
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
網
野
善
彦
「
東
と
西
の
語
る
日
本
の
歴
史
」（『
網
野
善
彦
著
作
集
』
第
一
五
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）。

（
4
）
前
著
2
な
ら
び
に
本
書
第
五
章
。

（
5
）
福
田
ア
ジ
オ
『
番
と
衆　

日
本
社
会
の
東
と
西
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）。

（
6
）
福
田
ア
ジ
オ
「
み
や
ざ　

宮
座
」（『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
7
）
藤
井
昭
『
宮
座
と
名
の
研
究
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
七
年
、
三
三
五
頁
）。

（
8
）
高
牧
實
『
宮
座
と
祭
』（
教
育
社
、
一
九
八
二
年
、
三
一
～
三
三
頁
）、
同
『
宮
座
と
村
落
の
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
六

〇
～
六
一
頁
）。

（
9
）
こ
の
高
牧
實
氏
の
ご
意
見
は
、
薗
部
に
対
す
る
私
信
な
ど
に
よ
る
。

（
10
）
仲
村
研
『
中
世
惣
村
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
、
一
～
二
頁
）、
薗
部
「
中
世
後
期
村
落
―
そ
の
研
究
の
軌
跡
と
問
題

点
―
」（『
帝
京
史
学
』
六
号
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
11
）文
明
二
年
石
見
国
江
俣
八
幡
宮
八
月
一
五
日
祭
御
供
注
文（
湯
浅
発
祥
氏
伝
蔵
文
書
、『
神
道
大
系
』
神
社
編
三
六
出
雲
・
石
見
・
隠
岐
国
、
神

道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
。
前
著
2
第
一
編
第
五
章
・
第
三
編
第
一
章
・
第
四
編
第
四
・
第
五
編
第
一
～
三
章
を
参
照
。

（
12
）
三
浦
圭
一
「
惣
村
の
起
源
と
そ
の
役
割
」（
同
『
中
世
民
衆
生
活
史
の
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
六
七
年
）。

（
13
）
藤
木
久
志
『
戦
国
の
作
法
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
14
）西
村
幸
信
「「
自
力
の
村
」
論
の
軌
跡
と
課
題
―
藤
木
久
志
氏
の
批
判
に
答
え
て
―
」（
同
『
中
世
・
近
世
の
村
と
地
域
社
会
』、
思
文
閣
出
版
、
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二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）、
坂
田
聡
『
家
と
村
社
会
の
成
立
―
中
近
世
移
行
期
論
の
射
程
―
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
序
章
）。

（
15
）
渡
辺
尚
志
「
中
世
・
近
世
移
行
期
村
落
史
研
究
の
到
達
点
と
課
題
」（『
日
本
史
研
究
』
五
八
五
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
16
）
長
谷
川
裕
子
「
15
～
17
世
紀
に
お
け
る
村
の
構
造
と
領
主
権
力
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
八
五
号
、
二
〇
一
一
年
）、
蔵
持
重
裕
「
日
本
中
世
村

研
究
の
逍
径
」（
同
編
『
日
本
中
世
社
会
と
村
住
人
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

（
17
）
宮
座
そ
の
も
の
の
事
例
で
は
な
い
が
、
有
名
な
山
城
国
一
揆
に
関
す
る
記
述
で
「
一
、
今
日
、
山
城
国
人
集
会
、
上
ハ
六
十
歳
、
下
ハ
十
五

六
歳
云
々
、
同
一
国
中
土
民
等
群
集
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
役
年
齢
を
一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
と
す
る
慣
行
が
広
く
あ
っ
た（
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
文
明
一
七
年
一
二
月
一
一
日
条
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
八
）。

（
18
）
薗
部
『
村
落
内
身
分
と
村
落
神
話
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）

（
19
）
井
原
今
朝
男
「
中
世
の
五
節
供
と
天
皇
制
」（
同
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』、
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
九
一
年
）。

（
20
）薗
部
「
村
落
の
歳
時
記
―
結
鎮
、
お
こ
な
い
、
そ
し
て
吉
書
―
」（『
日
本
村
落
史
講
座
』
第
6
巻　

生
活
Ⅰ
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）。

こ
の
時
点
で
私
は
、
村
落
の
結
鎮（
歩
射
儀
礼
）も
荘
園
公
領
制
的
な
伝
播
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

荘
園
公
領
制
的
で
な
い
ル
ー
ト
の
方
が
主
要
な
伝
播
経
路
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
21
）
中
村
結
鎮
御
頭
次
第
（
奥
野
健
一
文
書
四
三
号
、『
堺
市
史
』
続
編
第
四
巻
）。

（
22
）
肥
後
和
男
『
宮
座
の
研
究
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
五
年
、
初
出
一
九
四
一
年
、
四
〇
〇
～
四
〇
二
頁
）、
西
田
長
男
「
鎮
花
祭
一

斑
」（
同
『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
三
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
初
出
一
九
六
七
年
）。

（
23
）
耀
天
記
（『
続
群
書
類
従
』
第
二
輯
下　

神
祇
部
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
八
年
）。

（
24
）
厨
事
類
記
（『
群
書
類
従
』
第
一
九
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
三
年
）
な
ど
。

（
25
）
類
聚
雑
要
抄
巻
一
保
延
二
年
内
大
臣
殿
廂
大
饗
差
図
（『
群
書
類
従
』
第
二
六
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
〇
年
）。
島
田
勇
雄
「
食

物
研
究
史
に
お
け
る
「
菓
子
」
と
そ
の
食
礼
―
「
唐
菓
子
」
に
つ
い
て
―
」（『
甲
南
国
文
』
二
五
号
、
一
九
七
八
年
）、
森
田
環
「
糫
餅
に
つ
い

て
」・
太
田
泰
弘
「
唐
菓
子
の
系
譜
―
日
本
の
菓
子
と
中
国
の
菓
子
―
」（『
和
菓
子
』
一
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
26
）
世
界
大
百
科
事
典
「
菓
子
」（
Ｃ
Ｄ
版
世
界
大
百
科
事
典
、
日
立
デ
ジ
タ
ル
平
凡
社
）。

（
27
）天
承
二
年
正
月
御
斎
会
加
供
解
文（
朝
野
群
載
第
七
公
卿
家
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

朝
野
群
載
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
、
一
九
八

頁
）。
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